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「議員の定数と報酬」、「政務活動費の導入」に
ついて検討中
　議会運営委員会では、昨年10月に議長か
ら諮問を受けた「適正な議会運営に必要な議
員定数・議員報酬」について、議員間での討
議を重ね議論を進めています。前回の町議
選が無投票だったことを重く受け止め、「多

様な議員のなり手の実現に向けた環境創出」に
取り組む中で検討しています。議会としての政
策提案機能、監視・チェック機能の充実を図る
ため、政務活動費の導入についても検討してい
ます。次年度に結論を導き出すために、議会内
での協議を継続しながら、町民のみなさまにも
説明する場を設けていきたいと考えています。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
編
集
後
記
」

白樺学園高校の１年生が議場体験しました！
　白樺学園高校と芽室町議会が締結している包括連携協定に基づき、１学年６クラス140名が議
場を訪れ、フィールドワークを行いました。
　学校が作成したシナリオに沿って模擬議会を体験。その後、議員と質疑応答しながら議会の仕
組みやまちづくりに参画する意義などを感じていたようです。「自分とはあまり関係のないことの
ように感じていたが身の回りのことに密接に関わっていることを感じた」、「２年後には選挙権も与
えられるので社会参加していきたい」などの感想が寄せられました。
　今回、議場を訪れた生徒たちと再会するのは３年生に進級した２年後になりますが、今回の体
験が日々の暮らしの中での何かしらの気づきや行動するきっかけになることを願っています。

議 会 運 営 委 員 会

３月18日（火）　９：30～

木
き

村
む ら

　淳
あ つ

彦
ひ こ

議員 地方創生における本町の姿勢と取組

渡
わ た

辺
な べ

洋
よ う

一
い ち

郎
ろ う

議員 ひきこもり支援／開町記念に関する事業

正
ま さ

村
む ら

紀
き

美
み

子
こ

議員 喫緊の課題である斎場整備

３月19日（水）　９：30～

菊
き く

池
ち

　秀
ひ で

明
あ き

議員 ハラスメント対策の実態と認識

堀
ほ り

切
き り

　　忠
ただし

議員 子どもの権利が尊重されるまちづくり

立
た ち

川
か わ

　美
み

穂
ほ

　議員 地域に根ざす子どもを育む持続可能なまちづくり

町政のそこが聞きたい
一  般  質  問

令和６年３月定例会議 一般質問

　一般質問は、議員個人が町の事務
の執行状況や将来に対する考え方な
どを町長などに求め、町が住民のた
めの適切な町政運営を進めているか
をチェックするものです。
　年４回開催される定例会議（６月、
９月、12月、３月）で一般質問する
ことができます。

議
×

図 書 館

会

図書館と議会が連携 一般質問に関連する図書を展示

議会の一般質問に関連する図書資料を、図書館の特設コーナー
で展示します。ぜひ、図書館へ足を運んでみませんか？？？

２月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）
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予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
は
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

３
月
定
例
会
議
は
４
日
に
開
会
し
ま

し
た
。

　

初
日（
４
日
）に
お
い
て
は
、
令
和
７

年
度
町
政
執
行
方
針
及
び
教
育
行
政
執

行
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
各
会
計
予
算
及

び
関
連
議
案
を
予
算
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な

ど
町
長
提
案
の
議
案
及
び
議
会
提
案
の

「
芽
室
町
議
会
会
議
条
例
中
一
部
改
正

の
件
」を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
行
政
報
告　
　
　
　

１
件

・
選
任
同
意　
　
　
　

４
件

・
廃
止
同
意　
　
　
　

１
件

・
条
例
制
定　
　
　
　

２
件

・
条
例
改
正　
　
　
　

15
件

・
令
和
７
年
度
予
算　

８
件

・
報　

告　
　
　
　
　

１
件

・
協
定
締
結　
　
　
　

１
件

・
補
正
予
算　
　
　
　

４
件

・
会
議
案　
　
　
　
　

１
件

３月
補正予算

３月
定例会議

一
般
会
計
総
額
は
１

４
６
億
７
，
９
５
６

万
１
千
円
に

原
案
の
と
お
り
可
決

●一般会計補正予算（歳出）
項　目 金　額 主な事業

総 務 費 593万4千円 地域公共交通確保対策事業
民 生 費 8,120万7千円 保育事業
衛 生 費 967万5千円 子ども医療費給付事業
農林産業費 1憶2,185万1千円 道営土地改良事業参画事業
商 工 費 132万4千円 芽室町商工会運営支援事業
教 育 費 4,832万3千円 中学校施設維持管理事業
公 債 費 4万8千円 基金管理事務（減債基金）
諸 支 出 金 12万5千円 基金管理事務（財政調整基金）
予 備 費 ▲1,174万3千円
合 　 計 2億5,674万4千円



2
第10回

13木2
第16回

20木

総務経済常任委員会厚生文教常任委員会

入院・外来状況の説明を受けました。
　「経営プランの今後の展望、昨今の物
価上昇を加味した経営プランとみなし
て良いのか」と質疑があり、「想定外の要
素であるが様々な情報を調査研究し、
経営の安定化を目指していく」との答弁
がありました。

●基幹相談支援センターの設置について
　担当課から令和７年４月に設置される、
障がい者の日常生活及び社会生活を総
合的に支援する「基幹相談支援センタ―」
について説明を受けました。「事業者と
関係団体との協議及び関係構築について」
の質疑があり、「接点が持てるよう町と
して丁寧に対応していきたい」との答弁
がありました。提案された２つの事項
について委員会として、今後も調査研
究を進めていくことを共有しました。

●公立芽室病院の経営状況
　（�令和６年度第３四半期）
について

　診療科別前年対比、月別
事業」と「省エネ化推進事業」の２つの事業を実施
すると説明を受けました。
●地域計画の策定について
　高齢化や人口減少の本格化により農業者の減
少や耕作放棄地が拡大し、地域の農地が適切に
利用されなくなってしまうことを防ぐために策
定するもので、芽室町は遊休農地が発生する可
能性もそれほど高くなく、本町には馴染まない
と説明を受けました。
●町有財産 ( 土地 ) の利活用等について
　現状で未利用となっている土地や建物の公用・
公共性の高い事業での利用を優先し、学校跡地
は地域の合意を得ながら判断、周辺の利活用が
向上する場合には一般の方にも販売可能である
と説明を受けました。
●芽室町企業版ふるさと納税基金設置について
　多額の財源を必要とする大型事業を実施する
ためには、単年度での実施が困難な場合もある
ことから、芽室町企業版ふるさと納税基金を設
置することで、単年度に限定せず寄附金活用の
幅を広げられると説明を受けました。

●  町民向けゼロカーボン補助事業
の実施について

　令和７年度に実施する補助事業に
ついて、「住まいのゼロカーボン推進

議会フォーラムを開催しました

　11月６日に第１回議会改革諮問会議を開
催し、５名の委員に委嘱状を交付しました。
　議長からの諮問事項は、「議員定数」と「議
員報酬」の２項目です。
　次の改選期に向け、議論を進めていただ
きます。
　なお、委員の互選により、明瀬氏が会長
に選出されました。

芽室町議会において町政施行以来初めてとなった令和５年の「無投票」。
私たちはなぜ「選挙」という貴重な政治参加の機会を生かせなかったのか？
なり手不足解消に向けた「議会の議論」を報告します。

明瀬　禎純　氏（会長）
桑田　朝代　氏（職務代理者）
飯島　裕治　氏
西村　有里　氏
武藤　雅紘　氏

議 会 改 革 諮 問 会 議 を 設 置

第 ２ 回 議 会 改 革 諮 問 会 議

議員の適正な定数と報酬は？

　2月15日（土）に「人と人がつながる新たなまちづくり」をテーマに、議会フォーラムを開催しま
した。コロナ禍以来の開催となりましたが、83名の方にご参加いただきました。
　第一部では２つの常任委員会と新嵐山スカイパーク経営改革調査特別委員会からの議会活動報
告を行いました。第二部の議会サポーター北海道大学山崎教授による基調講演では「町内会や自治
会以外でも住民同士がつながれる資源が芽室町にはある」ことなどを示唆いただき、改めて議会が
果たすべき使命について考える機会となりました。第三部では基調講演で得た気づきをもとに「SOUND
カード™︎」を使い議員と参加者が対話の時間を持ちました。

　２月１日（土）、「議員の定数と報酬」の知識や
視点を深めることを目的に、栗山町議会の元事
務局長・中尾修氏（早稲田大学マニフェスト研
究所招聘研究員）を講師に迎え、「地方議会制度
－議会の使命・責任から報酬を考える」をテー
マに講演が行われました。
　中尾氏は、これからの町村議会は「住民から
の多様な要望と地域経営のバランスを取るため、
厳しい決断を迫られる場面が増える」、芽室町
議会においては「新嵐山スカイパーク支援金否
決に伴う住民感情の存在も忘れてはならない」
とし、将来の発展のためにふさわしい報酬を導
いてもらいたいと述べました。

【主な質疑応答】
Ｑ�「「なり手対策」を考えると芽室町議会は活動
量が多過ぎるのでは？」

Ａ 「年間130回は比較すると極めて多いが、議
会基本条例に規定する活動を適正に実行する
のなら活動回数としては必要な量。」

Ｑ�「報酬ではなく「生活給」として待遇を改善す
べきでは？」

Ａ 「活動対価の法的根拠は「報酬」であり、自治
体独自の給与制度や社会保険適用は法的に不
可能。その思いを決意に込め結論
を導き出してほしい」

諮問会議の内容はこちらから→
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記
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梶澤議長から諮問書を交付



スマートフォンサイト友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 X（旧 Twitter）アカウント
@memuro_gikai
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白
樺
学
園
高
校
と
の
包
括
連
携

協
定
事
業（
１
年
生
）議
場
体
験
中

の
１
コ
マ
で
す
。

編
集

後
記

鈴木健充

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
。
４
月
か
ら

心
身
と
も
に
新
た
な
気

持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
ょ
う
。

■
３
月
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
程
を
修
め
る
卒
業（
お

別
れ
）
や
進
学
（
出
会
い
）、
就
職
や
転
職

な
ど
人
生
の
変
化
が
生
ま
れ
る
時
期
と
な

り
ま
す
。
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
新
た
な
る
希

望
に
向
か
っ
て
急
が
ず
、
緩
や
か
に
ス
キ

■
２
月
に
は
記
録
的
な
降
雪
が
あ
り
ま
し

た
。
農
業
用
ビ
ー
ト
育
苗
ハ
ウ
ス
の
被
害

報
告
は
思
い
の
ほ
か
少
な
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
農
家
の
庭
先
に
は
育
苗
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ウ
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た
ら
な
い

昨
今
で
す
。
ビ
ー
ト
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栽
培
方
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が
変
わ
っ
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き
て
い
る
の
を
実
感
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ま
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早苗　豊

い
く
の
か
。「
表
情
あ
る

予
算
」づ
く
り
の
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
審
議
し
て

い
き
ま
す
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■
３
月
定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
、
令
和
７

年
度
の
予
算
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

芽
室
町
ら
し
さ
、
町
民
の
福
祉
増
進
の
た

め
貴
重
な
財
産
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て中村和宏
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団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備のため事前に議会事務局ま
でご連絡ください。（0155-62-9731）

３月定例会議の
ご案内

18日　　９：３０～　　一般質問
19日　　９：３０～　　一般質問
24日　　13：３０～　　最  終  日

議会傍聴で
芽室の未来が見える！

インターネット中継は
コチラから視聴できます。

（過去の録画もあります）

　議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、議会活動の活性化を
図っています。議会白書

会議名 日時 休憩
時間

実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット

中継
アクセス数会議時間

全 員 協 議 会 第17回
2月13日

0:14 0:13 １．例規の改正について 0 (68)
13:30～13:57

常 任 委 員 会

総務
経済 第10回

2月13日
0:21 1:03

１．�町民向けゼロカーボン補助事業の実施
について

２．地域計画の策定について　他
2 (68)

9:30～10:54

厚生
文教 第16回

2月20日
0:06 0:45

１．�公立芽室病院の経営状況（令和６年度
第３四半期）について

２．基幹相談支援センターの設置について
0 (35)

13:30～14:21

議 会 運 営 委 員 会

第24回
2月3日

0:06 0:11
１．議会だより２月号の編集について�
２．議会だより３月号の編集企画について
　　他

1 0�
13:30～13:47

第25回

2月20日

0:01 0:20

１．�令和６年芽室町議会定例会３月定例会
議の運営について

２．芽室高校との意見交換会総括案について
　　他

2 (35)
9:30～9:51

小計 3:20 0:48 2:32 計5 平均41.2

白樺学園高校と芽室町議会
包 括 連 携 協 定 事 業

2月3.5.6.18日
0:00 1:35 １学年議場体験 ※

9:40～11:15

議 会 議 員 研 修
2月13日

0:00 1:00 �予算決算特別委員会所管研修／ふるさと納
税のしくみ ※

15:00～16:00

議 会 フ ォ ー ラ ム
2月15日

0:00 3:00
１．委員会報告�
２．山崎幹根氏（北大大学院長）基調講演�
３．町民との意見交換会

※
13:30～16:30

小計 5:35 0:00 5:35
合計 8:55 0:48 8:07 計5 平均41.2

（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
※インターネット中継を実施しなかった会議


